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三井嘉都夫先生の思い出

村上直

（法政大学名誉教授）

法政大学の戦後の歴史と共に歩んでこられた方

は三井嘉都夫先生であろうその三井先生が，お

亡 くなりに なったことを知ったのは，かな り後に

なってからである私は法政大学に在職20余年間，

とくに先生には親しくしていただき，数多くの思

い出を忘れることができない

私は1971年（昭和46年），大学紛争や「助手問題」

などで混乱しているとき文学部の学科の改革や

充実を進めるため．非常勤講師から専任教員に就

任したのであるが， 当時三井先生はすでに地理

学科の教授として大学院議長の要職に就かれて

いたもともと地理学科と史学科は．創設以来

親しい関係にあったがとくに温厚な三井先生に

敬意をはらうようにな ったそれは，何かとお話

をする機会が多くあったからかも知れない．

やがて先生は1973年，選挙によって文学部長に

就任されたが，突然，翌年にな って私は先生のご

指名で教授会主任となり，文学部長を補佐するこ

とにな ったのである専任教員となって 3年目 の

ことであり不安はあ ったけれども，先生のも とで

教授会の運営に携われることにな ったのである

この年度は，学費値上げ反対や総長団交などもあ

り，紛争が続いており， しかも ，先生はこの頃か

ら硬式野球部の部長も務められるようになったと

記憶しているご多忙な先生の代理とじて，私も

ときには学部長会議に出席したこともあり ，大学

の現状なども詳しく知ることができたように思

う．

三井先生は，自然地理学の「陸水学」がご専門で

あり， 私は日本の「近代史」であ ったことから，学

界ではご一緒に活動することはなかったが，他の

大学の教員からは，よ く先生のことを尋ねられる

こともあり，学際的なご活躍の一端を知ることが

できた その後 1981年には，法政大学の理事（の

ちに常任理事）も務められ，大学全体の運営に携

わることになっ た私も後に文学部長に就いたこ

ともあり，大学の評議員会などで同席することも

あった そのたびに， 理事として ご多忙な日程

とご活躍の様子を知ることができた．

三井先生との思い出で，忘れるこ とができない

のは 1987年の「史学科 ・地理学科創立五十周年

記念」の式典と記念誌の刊行についてであるこ

の計画は実行委員長の三井先生の発案で計画さ

れ，私も副委員長として地理学科と史学科の教

員や大学院生 ・卒業生（一部）が参加しての事業で

あったその年の11月21日（土） には記念式典が，

赤坂プリンスホテル別館のロイヤルホールで盛大

に行なわれている

このとき作成された『法政大学史学科 ・地理

学科の半世紀』や「卒業生名簿」には地理学科と

史学科の歴史の歩みと共に貴重な写真や記録・資

料が収録されており ，先生の熱意と ご尽力によ っ

て実現したものと ，今でも感謝している

法政大学の定年退職後は，．三井先生とお会いす

ることが少なくなって しま った しかし， 10年前

法政大学文学部同窓会が設立された時や，先生が

初代の同窓会会長になられてから，毎年行なわれ

る総会の時にお会いするようになったお元気な

お姿を拝見して，短い会話を交すだけであったが，

次の再会を約束することもあった

突然の言卜報に接し残念でならない今でも大学

の会議や行事，そして紛争のときご一緒に行動

した当時のことを忘れることはできない． とくに

先生から「招待証』をいただき ，東京六大学野球を

ネッ ト裏や三塁側から，法政大学の応援をしたこ

となど懐かしい思い出もある

改めて敬愛する三井嘉都夫先生のご冥福をお

祈りいたします
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三井嘉都夫先生の思い出

伊藤玄三

（法政大学名誉教授）

三井先生と最初にお会いしたのは， 58年館 2階

の教授室前の廊下であった私は昭和49年4月に

法政大学文学部に赴任することとなり，史学科の

豊田武先生の紹介で当時文学部長であった三井先

生に御挨拶することになったのであった．廊下で

の挨拶とあわただしいことではあったがなかな

かエネルギッシュな話しぶりとお姿であったのが

印象的であったその後史学科と 地理学科の研

究室が隣り合っていたこともあって， また教授会

の着席場所も良く隣り合っていたことなどがあ

り，親しく話しかけられたりした話題は時に資

源研の事などもあったように覚えている

その後先生は理事など大学の要職に就かれご

多忙であられ，通りがかりに御挨拶をする程度で

あったが先生との決定的なおつきあいは「中国

新羅タクラマカン砂漠調査」の時であったこの

調査では1991-1992年の夏. 2度にわたって砂漠

行にお伴させていただいたこの日中合同タクラ

マカン砂漠調査では当初，中国科学院の中国科学

探検協会から日本山岳会へ打診されたものであっ

たがその頃の事情は私は仄聞する程度である

私がこの計画に参加することになったのは数回

の実行委員会の後，これを学術調査として実施す

ると決定した段階からであり，考古学分野も参加

をり捺應されたのを好機として同行させていただい

た私事ながら，既に中国へは東アジア史学会で

吉林省へ，また新石器文化追跡を訪ねて山東省へ

の調査団に参加 していた経験もあったのでそれ

程違和感なく 出掛けることにした しかし，参

加と殆ど同時に地理学と考古学のメンバーにワン

ダーフォーゲル部員が中心となって諸準備にかか

り，中国側と折衝をくりかえしていく過程には相

当な苦労があったと思う．三井先生や小寺浩二実

験助手（当時）を 中心に募金を始め，大きなプロ

ジェクトに仕上げた学生諸君の活動は見事だっ

た．私は三井先生の下に実行委員会をまた中国

側との折衝に毎回のようにお伴 して北京へと．全

体的に参加していったがそれ程お役に立てな

かったのでは無いかと冊泥たるものがある．

砂漠調査中は， 三井先生は比較的お元気であり，

例の如く活発に動きまわられ，学生達に観察 ・測

定を指示されていたただ一度，先生が自動車ド

アの開閉の時に指を挟まれ，「痛い！」と大声をあ

げられたことがある急なことゆえ薬も間に合わ

ないのでザックの中からブランデーをつけてさ

しあげたが効果の程はわからないその後どうさ

れたか聞く機会がない

ホータン河左岸に小休止をした時に．水際に黒

色の長いものが見えた蛇と判断して大声をあげ

たら，三井先生がドタ トタと来たのでたちまちそ

れが消えてしまった仕方なく 一人で岸辺にいた

ら，例の蛇が水際にスッと頭をもたげた．「蛇で

す」と叫んだら， また先生がドタドタと背後に来

たので素速く 蛇は消えてしまった三度目には

少し上流の岸辺にその蛇があらわれたが，私が立

ち上ったらパッと水中に飛び込んだ先生には遂

に蛇を見ていただけなかった私は狼少年では無

いのに，残念至極な事であったそれにしても，

あの蛇の動きは「沙悟浄」の世界かと思わされた．

調査後帰国されてから三井先生は一度入院さ

れたとお聞きしたことがあったが今年 3月末に

OBの大関保さんから先生が入院中であるとの電

話があったちょうど順天堂練馬病院に私も通院

中であったのでお訪ねしたら偶然，看護師受付

で車椅子に乗った先生が手当中であったその時

は個室に戻られてお話をされた しかし， 2度目

にうかがった時は病室も変わられ，治療中の為か

おられず看設師は「プライバシーですので」と

言って病状も開くことが出来なかった．

再度大関さんからの電話があった時は御逝去

との事もうお会いすることが出来ず残念である．
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追憶

小鷹 俊彦

（元 ・法政大学職員）

三井嘉都夫先生先生の思い出として，私が1951

年法政大学に就職して以来， 60年間に及んだ数々

を述べさせていただきます

三井先生の教育 ・研究活動は， 1950年地理学科

卒業後研究助手，講師，助教授，教授，名誉教

授(1992年）の半世紀にわたって続いています ま

た他大学の講師，学会（水文・水資源学会， 日本

陸水学会）などを含め，学外での活動は，法政大

学タクラマカン砂漠探検調査総隊長(1991~ 1992 
年）ほか地元，練馬区緑化委員会会長などがあ

ります

三井先生の請師時代に，私は学務部（夜間）で，

文学部係担当となり ，当時は全学部で学課制度委

員会カ リキュラム検討委員会を開催され，制度

や科目名の改変などが行なわれました 三井先生

の担当科目は「海洋・陸水 ・土嬢」， 「自然地理学

演習」，「実験・実習」となりました

新制地理学科では自然地理学系（三井先生）と人

文地理学系（鴨澤先生）とが，基盤にな ったこと

全学部の教員免許業務を文学部が担当したこと ，

地理学科で「理科」の免許が取得できること，理科

の主要科目は実験・実習を必要とすることなどが

記憶にあります

旧制地理学科の科目で実験・ 実習が行なわれた

か否かの調査に国土地理院（世田谷の池尻）へ三

井先生に同行したことなどがあります．

三井先生が大学常務理事（施設担当）になられた

とき， 川崎第ニグラン ド土地売却の問題がお こ

り， （土地の売却先）国土利用計画法， 川崎市公有

地拡大に関する法の手続にて， 川崎市に売却決定

となったこと

三井先生が野球部長（第10代目）に就かれて，

1974 -1992年間を歴任され，藤田元部長に次ぐ

2番目の長き実績となったこと

野球部合宿所の建設には大変にご苦労され，資

金調達のために大学財務担当理事へ借入をお願い

したところ，銀行を紹介することで終わり，野球

部で独自に銀行から借入し，三井部長の居宅を担

保にして，抵当権設定をしたこと野球部の活動

について大変熱いであったことが長期の部長歴に

示されているこ と部長退任後は神宮球場バック

ネット裏の指定席で観戦されていた様子が見うけ

られ，三井先生に法政OBや，野球関係者の方々

がご挨拶されていたこと，このような光景を今は

見ることが出来ず残念です．

先生にば法政大学校友連合会練馬支部の顧問を

お願いし，支部活動のご支援いただいたこと，支

部総会には必ずご出席いただき， また三井先生

と卒業同年の地理科OB・ 塩谷博様は支部の監査，

練馬区役所監査役，卒業同期の地理科OB・飯塚

芳男様とで三井先生を囲み，若い頃の話，地理

学科の思い出話は支部総会での一つの楽しみでも

ありました

ご逝去をいたみ合掌．

平林総長（当時）と三井先生（右）
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法政大学野球部・三井嘉都夫部長との4年問

五明公男

（法政大学スポーツ健康学部教授）

(1)三井先生との出会い

三井先生が伝統ある法政大学野球部の第10代

目・部長に就任されたのは，昭和49年(1974年）で

した私が監督に指名されたのはそれより 3年前

の昭和46年(1971年）で，弱冠27歳でありました

偉大な名将 • 松永怜ー監督よりチームを託された

私は，それまで指導者としての実績もなく，大学

野球部の監督として 3年間もがき苦しんでいまし

た

そんな状況の中，三井先生と私は部長⇔監督と

してのコンビを組む事になったが，失礼ながらそ

れまで私は先生とは一度も学内で会ったことも事

もなく ，話をした事もなかった しかし，お会い

して先生の物事に対する精力的な行動．学問・教

育に対する真摯な態度， 他人に対 しての明るい態

度・温かい対応等， どれを取っても学者としての

品位が感じられた 先生が就任される前の 3年間

は「強くなければならない法政野球部の監督」と

いう十字架を背負い，新米監督であった私は勉強

不足もあり選手育成法にも悩み，迷いも生じてい

た

(2)先生から教えて頂いたこと

先生は野球部の部長を引き受けるあたり，「監

督 ・五明公男氏が風邪でもひいて休んだらノ ック

などは部長がやるのかな？これへの心配胸の痛

む思い，今思えば恥ずかしい」（創部80周年部史

への寄稿文から）とも書いている部長就任当時，

野球の現場，野球をまったく知らなかった先生で

はあったが，試合中ベンチでは一人のファン以上

に無我夢中で声が枯れる程，選手に声援・応援を

し，勝ったら「明日も頑張って行きましょう」，負

けたら「明日，頑張りましょう」と元気に明る＜私

に毎試合激励の言葉を掛けて下さった

先生から身を持って教えて頂いた「物事に対す

るバイタリティー溢れる行動」「教育に対する真

摯な態度」「人に対する明るい態度・温かい対応」

「勝負に対する良き勝者(GOODWINNER)良き敗

者(GOODLOSER)」等の教えは監督として指導

法に迷っていた私に大きな転機を与えてくれた

この事はその後の監督，体育教員としての血とな

り，肉となり私の心に強く残っている

(3)江川卓（元巨人） ．金光興二（現野球部監督）ら

「花の49年組」と同期

三井先生が部長へ就任と同時に野球部にプロ注

目の「花の49年組」と言われた逸材高校生が大量に

入部してきた「怪物」と言われた江川卓，前年夏

甲子園大会で「全国制覇」した広島商から金光興二

（現野球部監督）， 同「準優勝」の静岡高から植松精

ー，箕島高から島本啓次郎，静岡自動車工から袴

田英利 らス ターが勢ぞろい．マスコミは「法政8

連覇間違いなし」と囃し立て「もし連覇出来ない

時は五明監督の責任である」と，またもや勝っ

て当たり前の指揮官のレッテルを貼られた． しか

し，この時もこの重爆から救ってくれたのも ，三

井先生の「やるだけの事をやれば結果はついてく

る，あまり最初から結果は気にしない方がいいで

すよ．あなたのやり方で江川君らを指導すれば良

いのではないですか結果が悪ければ私と浦先

競理事（野球部OB最高責任者），藤田先生（法政

大学名誉教授 ・法政大学野球部の父 ・野球部初優

勝監督）が責任取りますから」と激励され，苦労も

あったが三井先生とのコンビで「花も嵐も踏み越

えて」の 4年間が始まった本当にこの言葉は私

のプレッシャーを跳ね除けてくれた

(4)東京六大学野球史上初の「完全4連覇」

マス五ミ的に言えば，「 8連覇間違いなし」の

チームを預かった私ではあったがこの入学して

きた 1年生が全員最初から レギュラーになれるほ

ど東京六大学野球は甘くなかった江川は完全に

受験勉強の為に運動不足で肥満，体調を万全な状

態に戻すには夏まで待たなければならなかった

春から 1年生でスタメンに登場したのは楠原外

野手（広島商）のみであ った（江川は体調万全では

なかったが，春「東大戦」で秋の事を考え 2イニン

グ投げさせている）．秋は江川がエースに君臨し，

加えて同学年のサウスポー ・中林（松江商）の活躍

もあり優勝，私としては実に 6シーズン振りの天
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皇杯であったしかし，「49年組」が2年生になっ

た春・秋は島岡御大率いる明治大学に気力で負け

てしまい，江川を擁して優勝できなかった監督 ・

五明へのマスコミ，そしてファンからの批判は並

大抵のものではなかったその時も私を庇ってく

れたのは三井先生であった私への批判の嵐に対

して防波堤になってくれて「今はじっと我慢の

時来年，再来年を勝負の年と考え，五明監督思

いの通りの練習試合をして下さい」と叱咤激励

されたこの言葉があったればこそ辞任もせず

江川達と残り 2年間がむしゃらに練習し， 4シー

ズン連続完全優勝の栄光に浸れたと思う． 3年生

になった江川や金光達は慶応，早稲田，立教，明治

東大と比べて選手の技量・素質，チームカで抜き

ん出ていた監督としてはこの時期，彼らに， ①

練習で「基本の徹底」 ②私生活（寮生活）で，規則

正しい生活（早寝，早起き）を実行させれば4連覇

出来ると心秘かに確信していたその為， 江川や

金光より 1学年上の高代主将（現オリ ックスコー

チ）の学年から早朝トレーニングを始めた試合

当日以外は午前 7時15分から約30分間，野球場隣

りの陸上競技場を走る事にした．朝早いランニン

グだったので夜早く寝ないと起きられない，走れ

ない（この時の選手の体調管理には絶対必要と考

えた）．私もどんなに前夜遅くとも選手と走った．

これは私の意地でもあった最初に三井先生がア

ドバイスしてくれた「あなたのやり方で指導すれ

ば良いのではないか」の実践であったこの事が

全てではないがこの「早朝ランニング」がなければ

4連覇はなかったのでないかと思う．昭和52年

(1997年）秋 リーグ戦終了， 4連覇して神楽坂をパ

レードし，合宿所に帰ってきてから，「御苦労さ

ま，本当に良くこの 2年間早朝ランニングを実行

なさいました． 4連覇おめでとう 1」と労いの言

葉と，天皇杯に並々と注がれた美酒を共に飲み明

かした先生とのその夜の喜びの酒，感動の酒は一

生忘れられない思い出である私はこの後の「明

治神宮大会」を連覇して勇退する事になった．江

川，金光達「花の49年組」も卒業した三井先生は

この後平成 3年まで野球部長を務め，通算18年

間そして六大学通算16回の優勝を経験された名

部長であった今後ともこの様に人に恵まれ，勝

負に恵まれる部長は六大学あるいはアマチュア野

球界には出てこないのではないか．それもこれも

三井嘉都夫先生の持って生まれた強運の持ち主，

そして仁徳のなせるわざであろう．

(5)最後に

学生をこよなく愛し，野球をこよなく愛し，

神宮球場をこよなく愛した三井先生は平成23年

(2011年）4月1日， 多くの人々に幸せを与え，そ

して感動を与え，天国へと召された部長引退後，

死ぬまで神宮球場に通われ，法政を愛し，野球を

愛した三井野球部長を，我々法政人は決して忘れ

てはならないまた野球部関係者は平成27年(2015

年）「野球部創部100周年」までに再び「強い法政・

野球部」を復活させなければならないそれがい

つも神宮球場ネ ット裏の通用口のす ぐ真横付近の

席で見られていた三井嘉都夫先生の熱い願いと思

うから

三井先生のご逝去を悼んで

桑原正見

（元 ・武蔵野女子学院教諭）

あのお元気でエネ］レギッシュであった三井嘉都

夫先生のご逝去の報に接し，大変に鷲いておりま

す先生とのなっかしい思い出が数多く去来しま

すが，今は静かに先生のご冥福をお祈りするのみ

であります合掌

法政大学第74回卒業式・文学部地理学科学士課程(1957年3月15日）
（前列左から2人目が三井嘉都夫先生，後列左から 7人目が小生）
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三井嘉都夫先生に導かれて

岡永亮八郎

（元 ・法政大学地理学会副会長）

三井嘉都夫先生を憶う場合とかく地理学科と

か，法政大学地理学会での範囲に片寄りがちであ

るが，学者としての学問的高いご功績は地理学界

のみならず，広く社会にも貢献したと聞き及んで

いる「勲三等」の受買はそのことを物語っている

と思うのである．

私が法政大学高等師範部歴史地理学科に入った

のは，昭和23年である旧制中学(5年制）を卒業

して 4年間のブランクがあったが，すでに新制中

学の美術の教員をやっていた しかし，美術教師

をやっていく気がなかった．この年が旧制の学生

最後の年ということもあってあわてて高等師範部

へ入学というはこびとなったのである． しかし，

地理学を学ぶという意識はなく誠に不真面目な学

生だったのであるその私を育てて下さ ったのは

三井先生である．あのやさしい眼差しに導かれて，

「地理学」にのめり込み，長く法政大学にお世話に

なったのである．

三井先生との初めての出会いは先生が旧制学

部をご卒業され，助手として地理学教室に赴任し

た昭和25年のことだった大学の先紐という親し

みもあったと思うが，先生のおられる研究室には

常に学生であふれていたこれは何よりも先生の

人柄によるものと思われる当時同期の学生に

市瀬由自君や島村勇二君がいた 三井先生のあの

包容力や気くばりでお世話になった人も多いはず

である．

私は高等師範部を卒業すると福島の県立高校に

転任し，人文地理や歴史を担当したのであるが，

自分の学力の無さをいやという程知らされたす

ぐに上京して母校の通信制経済学科，つづいて史

学科に編入学をした当時はまだ通信に地理学科

は設置されてなかったその頃，教材研究と通信

のレポー ト作成で夜の12時前に寝たこ とがなかっ

た当時の大学の授業を懐かしく思い出す．やが

て法政大学に大学院が設置されたことを聞き，東

京都の教員採用試験を受けて東京に舞い戻って

きたのである

まず三井先生を尋ねて大学の状況をお聞きし，

地理学科3年編入の試験を受けたのである．悠々

合格と思い，発表を見に行ったところ「 3」の受験

番号が見当らない ‘ふざけんじゃないよ、と頭に

来て三井先生に抗議に及んだ落された自分の実

力をかえりみないで文旬をつけるなんて不謹慎

極まりないのであるが， 三井先生いわく「君は合

格です教務が張り 出すのを忘れたのでしょう」．

三井先生がいなければ再び法政大学で学ぶことは

なかったであろう ．高師を卒業してから 4年が過

ぎていた 昭和30年代に入った頃新制大学は軌

道に乗り， 「法政大学地理学会」も発足した

法政大学地理学会は多田文男先生の肝いりでで

きたと聞いているが，実務的に立ちあげたのは三

井先生である従って地理学会の実質的な生みの

親であり，育ての親であり ，学会の恩人といって

よい．その頃在学 していたのは中村宗敏，清水靖

夫，桑原正見，青木千枝子，相原正義の諸君で，

三井先生の手足となって地理学会で活躍した

当時 三井先生が学生を連れて通った「ボルガ」

が新宿にあった 三井先生と学生との親密さは格

別であ ったがただ甘やかしていたのではない

こうした中で人情の機微にふれ，成長した者もい

ればきびしく指導され，す ぐれた学者になった

者も出たと思うのである

三井嘉都夫先生ありがとうございました

- 77-



Hosei University Repository

練馬区のみどりの保全と創出に

貢献され区民表彰を受賞

一緑化委員会委員とし て30年一

塩谷博

（元・東京都職員）

1. 練馬区におけるみどりの施策の展開

昭和30年代の練馬区は，畑の中に樹林地が点在

するのどかな風景が広がり，公園緑地行政といえ

ば，子どもの遊具を置いた公園をつくることだけ

でした

昭和40年代に入り，都市化の波が及ぶとみどり

の保護が叫ばれ，昭和49年には初めて「みどりの

実態調査」が行なわれ，緑被率は35.9％であるこ

とが分りましたこれを30％以下にならないよう

にすることを目標に，緑化施策に滸手することに

なったのであります

昭和50年に「みどりを保護し回復する条例」が制

定され，カタクリの自生地などの樹林地を守るた

めに憩いの森制度や保護樹木 ・樹林の指定制度が

発足しましたこういった具体的な取り組みとと

もに，当時は全国的に住民参加による行政施策の

展開が求められた時代であり， この条例において

も．緑化協力員制度や学識経険者及び住民の代表

がみどりの施策の積極的な推進に関する重要な事

項を調査審議する「緑化委員会」が設置されま し

た 三井先生はこの委員会の会長として多大な業

績を残されたのであります

2 緑化委員会委員としての活躍

私は条例制定当時練馬区の企画部門に籍を置

v1ヽておりましたその関係で，緑化委員会の委員

の選定にあたって， 三井先生を練馬区在住でもあ

り，適任であるということで推薦し．昭和55年か

ら就任していただいた経緯があります先生は当

時多忙な日々を送っておられたのですが，快 く引

き受けていただいたことが印象に残っています

地下水を専門とする先生は，樹木，草花といっ

た植物が生きていくためには，土や水と一体と

なった環境を守っていく必要があり，風土や歴史

との密接な繋がりも大切に残していかなければな

らないと説いておられました

この考えは，その後の練馬のみどり施策に大き

な影響をもたらしました三井先生は昭和62年に

緑化委員会の会長に選任され，平成19年に退任さ

れるまでの21年間，区長の諮問機関の長として，

練馬のみどりの保全と創出のために貢献されたの

であり ます

私も委員として一緒に議論に参画したこともあ

りましたがこのみどりの保全の問題は個々人の

資産に関わる問題でもあり，意見の対立すること

もありました しかし，先生は委員会の円滑な運

営に努められ，多くの人から高く評価されていま

した高度経済成長期やバブ）レ経済時に民有の緑

地の喪失が進む中にあって，貴重な樹林地や湧水

池の保全に向けて専門識者として，積極的に助言

を寄せられ，区として感謝の意を持ったものであ

ります

さらには，みどりと地下水との関係などで職員

の相談相手にもなり，また植樹祭やかかしコン

クールの審査員などI央く引き受けていただき，参

加した子供と楽しく談笑されていた姿がとても印

象的で温厚な人柄が偲ばれます．

3. 練馬区民表彰の受賞

平成20年，多年にわたり緑化委員会委員，なら

びに会長として自治の振興発展に貢献されたと

いうことで自治功労の区民表彰を三井先生は受

け，練馬区政に大きな足跡を残されました

この名誉ある業績を残された故に，三井先生を

偲びここに改めて敬意を表したいと思います

〔注）本稿を纏めるにあたっては．当時の練馬区

公園緑地課長（現・青少年課長）浅井葉子氏の協力

を得ました〕
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三井先生ありがと うございま した

清水靖夫

（元 ・立教高等学校教諭）

（元 ・法政大学地理学会会長）

三井先生，ありがとうございました法政大学

では人生として，研究者としての基本的な事柄を

じっくりと教えていただきました

先生といろいろお話をさせていただいたのは，

教養課程が終り， 2年生になって以降だったと 思

います．下級生の面倒を良く見て下さ った先輩の

中村宗敏さんや戸島正雄さんがある日，「良けれ

ばちょっと寄り道をしていかないか？ 三井先生と

一緒だ」と声を掛けられ．お供させていただいた

新宿西口のヴォルガでしたその後何回かお供

をさせていただいた楽しく食事をしながら地理

学界の先生方の研究方法や研究態度など，世間話

を交え教室では聞けないエピソードを交え，貴重

な授業で，後年， 随分と役に立ちました．

また，法政大学入学後のある時，君のことを心

配していたけど，ちゃんと合格していたので良

かったと言われた．と言うのは，私が高校生であっ

た昭和25(1950)年頃中学・高校の担任で地理

を教えて下さった先生が法政大学出身でしたそ

の頃故多田先生の銚子への巡検があり，担任の

先生のお供をして連れていっていただいたその

時の世話役が三井先生で，多田先生共々覚えてい

て下され，母にもお言付いただいた様でした

ある夜先生のお宅での会合に初めて伺った時

周囲がすでにll音く，道に迷いかけた時自転車に

乗った方に声を掛けられ，近所だから後に乗りな

さいと言われ，お宅まで連れていっていただいた

自転車の主は谷津先生でした．

先生から常に聞かされていた話がありました

終戦直後，米軍の進駐前に参謀本部から，多田先

生の指示で多数の地図を将来の研究資料にと持

ち出すお手伝いをしたそれが資源科学研究所

に所蔵されている地図群であると話されました．

現今話題になっている外邦図のことで，平成15

(2003)年11月に駒澤大学での外邦図研究集会で

当時の生々しい状況を先生に講演していただき，

参加者に感銘を与えられました

思い出は尽きません．未だ未だお元気と信じて

おりましたのに，なんとも残念でたまりません．

先生のご冥福をお祈り申し上げます． 合掌

三井先生との思い出

内藤次郎

（早稲田実業高等学校兼任講師）

我々の学年は法政大学の第99回卒業生に当た

り．標準的な入学年度は昭和59(1977)年度である

三井先生と初めてお会いしたのはおそらく入学式

後の地理学科ガイダンスあたりであったろうと思

われるがもはや記憶も定かでない． 何しろあれ

から既に35年近い時が流れてしまっている学問

上の先生の御功績やそれらを通じた思い出は，多

くの先生方や先紐方がお書きのことと思う．私に

は，愛する恩師・ 三井先生との誠に私的でささや

かな思い出をしばし綴らせて頂きたい．

私が持つ先生の最も古くて鮮明な記憶は．「地

理学概論」の授業ではなかったかと思う． よく輝

く大きな瞳よく 通る大きなお声，きりりと伸び

た背筋に跛一つないスーツ， 丁寧に書かれる黒板

の文字，そんなお姿で自らのご経験に基づかれた

日本各地の地理的事例を講義されていた他者に

よって書かれた教材ではなく，御自分で禅き出さ

れた結果を示された授業に接してああこれが

大学の授業なのだ，大学教授の先生とはこのよう

な方なのだと私は思ったあの時先生は55歳に

なっておられた

地理学の中でも 三井先生の御専門であるl座水学

では，フィールドワークが多かった「陸水学習会」

という 学部生の研究会に属していた私は，先生の

お手伝いをさせて頂く機会に時たま恵まれ，あち

こちと荷物運びや運転手としてついて行かせて頂

いた今にして思うと先生との旅は全て本州の内

側であった後の大学院生時代を含めて一番頻繁

に足を運ばせて頂いたのは岳南地域（富士山南麓）
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であった富士市でお生まれになり，幼少期をこ

の地で過された先生は，昭和22年からこの地域の

地下水調査を始め られ，港湾開削や工業化に伴う

河川の水質汚濁や地下水の塩水化等を中心に，こ

の地域の地理的事象を継続的に研究されておられ

た．

ご自分では車を運転されない先生であられた

が，富士市内のどんな裏道・抜け道も正確に覚え

ておられ，今流に言えば，とびきり親切なナビと

一緒に走っているようなものであったこれでも

う富士市内で道に迷うことは無いぞと，私は大い

に喜ばせて頂いた．

一度夏休み中の調査の時であった先に先生

方に降りていただいた後私は車を駐車場内で地

元のタクシーにぶつけてしまった急いで先生に

報告に走った時に先生は， まず怪我人の有無を確

認されてその後は私の不注意から起きた事故に

対して批判めいた事はおろか，事故そのものにつ

いても自ら一切何も仰らなかった事故証明を取

りに行った交番でも実ににこやかに堂々とされて

おられた果して自分だったらこのように心の広

い大人になれるものだろうかと思ったが，百年

たっても決してそのようにはなれないということ

にとっくの昔に気がついていた．

田子の浦での夕食時，先生は鮎の田楽を頭から

美味しそうに留り付かれておられた．身をほ ぐし

て食べる私をご覧になって，先生は「内藤君，鮎

というものはこうやって食べるものですよ」と，

その作法は教え下さった父からも教わらかった

鮎を食す作法である

別の機会には，先生に一番お好きなアルコール

の種類は何ですか？と伺った先生は即座に「やっ

ばり日本酒だねー」と， うっとりと語尾を伸ばし

てお答えになられた当時日本酒はまったく飲

めない私であったが，先生の御表情から察するに，

これはよほど美味しいものであるに違いないと感

じ，その後大いにこの道に精進させて頂くことに

なった

教室でのゼミで拙い発表をしてしまい， 目から

火が出そうになった時も，先生はいつも最後に褒

めて下さったお叱りを受けたこともあったはず

なのに優しいアドバイスとあの笑顔しか思い

出せない思えば先生から一体幾つの，人として

生きて行くべき道を教えて頂いてきたことであろ

うか

つい先日，先生との思い出を辿りに岳南方面へ

旅に出たかつて同道させて頂いた道はあちこち

で大きく変貌を遂げていたあの頃の記憶も大分

簿れてしまい，道に迷わぬまでも幾度か戸惑った

3日間雨空に祟られたが，帰り際に小田原の先で

もう一度振り返った時，富士山頂が雲間で秋の日

を浴びていた

我々の学年も間もなく初めてお会いした時の先

生の御年齢に届こうとする先生の教えを頂きな

がら，あまりにお粗末であった我が半生に愕然と

する しかし先生はあの後，更に長くご活躍され

て，御研究と共に多くの人間を育てられた．私も

いやしくも教育の世界に身を置く者の端くれとし

て今度，先生とお会い出来た時に，たった一つ

だけでもまた褒めて頂けるような仕事をこれから

残していこうと，今心に誓った．

先生が，あの時下北半島で飲んでおられた陸奥

の酒「男山」をまた先生と 心ゆくま で酌み交わさ

せて頂きたいと，あの頃の仲間達は皆そう願って

るに違いない．

先生のご冥福を心からお祈り申し上げます・
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‘恩師三井先生を偲ぶ、

飯田 貞夫

（茨城キ リス ト教大学名誉教授）

（前 ・法政大学地理学会会長）

三井先生の急逝の知らせを法政大学地理学教室

から受け驚きました

私が三井先生にお会いしたのは，茨城キリスト

教短期大学を卒業し，法政大学地理学科に編入し

てからのことで，故大矢雅彦先生（早稲田大学教

授）より，資源科学研究所の地理学研究室で紹介

していただきましたその後 三井先生，大矢先

生より，資源科学研究所で地形分類の方法，地図

の整理（当時 資源科学研究所には 5万枚の東南

アジアの地図がありました夏休みや冬休みに

は，資源科学研究所の調査に同行させていただき

ました佐久間ダム，秩父の地下水の調査江戸

川の水質調査は，私の記憶に強く残っています．

佐久間ダムでは水温の変化と水質について調べま

したそして水は落差があると水混が低下する，

そして水温が低いと作物の収穫に影響すること

を先生から学びました江戸川の調査では， pH,

電気伝導度，流速の測定方法など基礎的な調査

方法について教えを受けました．電気伝導度は，

汚染物質や異なった水が流入すると数値が400~

500μs/cmと大きくなること， pHも同様に汚染物

質が流入すると変化する事などを学びました私

が河川の調査など現在，研究出来るのは，この時

学んだものです特に大学院の修士論文は「東茨

城台地の地形と 地下水について」であり ，三井先

生の御指導を受けました東茨城台地には浅くて

細長い谷と楕円型の窪地があり地元の人は「巨

人の足跡」と呼んでいます．この特殊な地形の形

成過程を研究する時，先生に地下水と関係してい

るのではとアドバイスを受けましたそして日本

で揚水している地下水は第四紀層に賦存するもの

が多い事，これらの地層は地形ごとに分布や層厚，

堆積環境，形成時代も異なる事などを知ること

ができました

また私が就職する際の戸板女子高等学校に勤め

る時のことです．私が面接を受けに行くと，その

前に大学からわざわざ戸板女子高等学校に来て，

学校長に推鷹してくださったとのことです後日，

当時教頭でいらした高橋賢先生より聞きました

大学教授が学生を推薦するために来てくださるこ

とは普通では考えられないことです．三井先生は，

このように学生の面倒みの良い方でしだまた，

私が大学に勤めることになった時のことです「飯

田君，大学で学生を教えることは， 自分自身が調

査や研究を行ない，一年に一回以上は論文を書き，

学会発表をしなさいそして授業の下調べをする

ことが大事です」という教訓を受けましたこの

ことは私が退職するまで守りました

また，私の息子も法政大学の地理科の卒業生で

すしかも卒業論文の指導も三井先生でした親

子ともども地下水の調査，研究で御指源を受けま

した

私にとって先生は学問の上でいろいろな御指導

を受けましたが，就職や息子のことでも大変お世

話になり大恩ある先生でした

三井先生と一緒に（三井宅にて）
〔右：飯田貞夫，左：飯田光治 ・息子〕
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思い出は走馬灯のよ うに

宮垣津繁

（元 ・法政大学通信教育部指導諧師）

桜花咲く 2011年4月1日にご逝去された三井嘉都

夫先生，先生の在りし日の多くの思い出の中から

断片的ではあるが私が学部（地理学科）の学生

だった頃の思い出を中心にいくつかご紹介させて

頂きます

先生との初めての出会い，それは私が学部の2

年生の時であるその頃は，かの「大学紛争」の嵐

がまだ吹き荒れていた法政大学も封鎖されたり，

学内が騒然としていて休講が多く，普通に講義を

受けられるような状態ではなかった確かその当

時 地理学科の専門科 目の講義に使われていた「新

館」という蔦のからまった古めかしい建物があり，

狭い教室で先生の『地理実習』の講義を受けたこと

を今でもよく覚えている．

激しかった「大学紛争」も3,4年生の頃には，

時々くすぶり返してはいたものの， 何 とか普通に

講義を受けられるようにな った私が陸水学につ

いて大きな関心をもつようになったのは先生が

担当されていた「海洋陸水学jや「地理学演習』を履

修し，更に「現地研究』にも参加するようになって

からである．

先生の名調子ともいえる軽快なテンポの講義は

大変分りやすく，時どき冗談が入るので90分の授

業も一度たりとも退屈することはなかった『河

川学』の洪水についての講義の中で，河川沿いに

ある温泉に入っていた人達が浴槽もろとも濁流に

押 し流さ れていった話などは，まるでその場に

ちょうど居合わせたかのような実況中継さながら

の描写ぶりで 印象に強 く残っている思い出の授

業のーコマである

『現地研究Jの楽しみの一つでもあるコンパで

は， 学生からのお酌を次々と受けても，先生は酔

うことを知らないかのように平然としておられ，

まさし く晦どおりの‘酒豪、だったそして，酔う

ほどに出てくる先生の歌といえば，知る人ぞ知る

十八番の「船頭小唄』， 目を閉じて渋い声で熱唱さ

れていた姿が鮮やかに目に浮かんでくる とにか

く，酔えば酔うほどにバラエティーに富んだ話が

飛び出してきて，時間が経つのも忘れて夜遅くま

で先生を囲んで飲んだものである．

卒論は先生にご指導して頂いた年の瀬に友人

と先生のお宅に押しかけて行き， 何 とかまとめ上

げた草稿を読んで頂いたが，何かと慌ただしい時

期にもかかわらず， きめ細かく熱心にご指導して

下さったことを今でも芯ょり感謝しているその

時に，奥様の入れて下さった紅茶とショー トケー

キをご馳走になりながら，先生と談笑したことが

大変なつかしく思い出される

その後大学院でも先生のご指禅のもとで研究

を続けたが 何ぶんにも 出来の悪い院生で，先生

にはご心配をかけてばかりいたように思う．院生

のときには何度も現地調査に同行させて頂いた．

小柄な先生ではあったが，そのエネルギッシュな

行動力には圧倒されたものである先生は常づね，

研究というのは文献ばかりに頼らず， 自分の足で

実際に現地を歩いて調査し，データを作ることが

大切だと仰られていたがまさに‘至言、と今さら

ながら痛感している

先生の思い出は走馬灯のように次々と脳裏を過

ぎ去っていくが先生のご冥福を心よりお祈り申

し上げてこの辺でペンを置かせて頂きます．

合掌
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三井先生ご指導あ りがと うございま した

宮岡邦任

（三重大学准教授）

4月1日の深夜 学部時代の友人からメールが届

き，三井先生のご逝去を知りましたメールの表

題に目を疑いつつ，お通夜に出席してその事実を

受け入れることになりました

現在，大学に教員として勤務しておりますが，

その きっかけと道筋をつく つて頂いた法政大学 ，

地理学科の先生方の中でも， 三井先生は私の中で

とても大きな存在でありました

三井先生との出会いは 学部 1年の「地理学概

論」の講義で したすべてが興味深い内容でした

が 中でも最も印象に残っているのは利根川に

おける洪水時の河床堆積物の移動についてのお話

です 河床に穴を掘り ，番号を付けた煉瓦を重ね

るように埋めておき，洪水後にその地点から流失

した煉瓦の数から侵食量を明らかにするととも

に，下流に向かって流された煉瓦の分布を調べて

いくことで掃流される範囲を明らかにするという

お話は当時の私にとって衝撃的で，自然地理学

を専門に勉強して大学院への進学を決心したきっ

かけにもなりました下北半島や銚子の巡検では，

実際に陸水学の調査手法を学びながら，フィー）レ

ドワ ークの楽しさを教えて頂きましたそして何

よりも，授業の巡検ではありませんでしたが，毎

年春に行われる岳南地域の地下水調査も忘れられ

ない思い出です今でこそ地下水学を私の専門分

野としておりますが，学部生時代には普段， 目に

する こと のない地下の水よりも ，当時東京都心

部の神田）1|や目黒川流域で頻発していた内水氾濫

に興味があったため，現地での調査はあまり 真剣

ではなく，夜の先生との酒盛りを楽しみに参加し

ていた ような気がします． 学部を卒業 し，大学院

に進学して地下水の研究を進めていくことにな

り， OBとして岳南地域の調査に再び参加 し始め

て はじめて地下水調査の重要性を認識し，夜の

ミーティ ングにも臨むよ うになったように思いま

す．その後の酒宴でも漸く少しずつ研究について

先生と議論ができるようになり，酒盛りは貴重な

ゼミの延長戦とな りましたさすがに就職してか

らは毎年のように岳南地域の調査に参加というわ

けにはいかず，数年に一度の参加になってしまい

ましたが，参加させて頂 く度に先生にお会いする

ことが出来ましたので先生は定年退職されて以

降も定宿が閉鎖されるまで岳南地域の調査にはい

らして頂いていたのだと思います

岳南地域における地下水塩水化問題は，嵩度経

済成長時代の地下水の過剰揚水に端を発し，現在

では吉原駅周辺の一部地域を除いて，塩水化はほ

ぽ沈静化したと言われておりますそういう意味

では近頃は，「今更岳南？」という 意見もあるよう

です（実は私も院生時代くらいま でそう考えてい

たと思います）． しかし，地下水ー海水相互作用

については，近年， IAPSO,IHP, LOICZ (IGBP) 

など国際的な枠組みにおいて種々のプロジェク ト

が展開されており，水文学の中でも非常に注目さ

れる分野になっています．岳南地域で行われて

いる年に一度の定期的な観測と趣旨については，

データの質さえ担保されれば世界の地下水の塩淡

研究の流れに沿ったものであると言えます．また，

環境変化を知る上でのモニタ リングはき わめて重

要であり，将来の環境変化に伴う地域の地下水環

境保全の観点からも 必要です．形を整えながら何

とか調査を継続させてい くことは，先生が築かれ

た水文学ゼミナールの伝統を守るということにも

なりますし，それは「法政地理」の水文学研究室と

三井ゼミ OBが先生にこれまで・ご指導頂いた恩

返しが出来る最大の部分なのかもしれません．

これ以外にも先生にはお会いする機会が数多く

ありその都度励ましのお言葉をかけて頂きまし

た．学部を卒業し20年，もともと先生と背丈があ

まり変わらない私は，体型だけは四十代半ばにし

て先生にかなり近づいてき ましたが，教員として，

研究者としての力量はまだまだ及びも付きま せ

んこれまでに頂いた励ましの言葉をもう一度胸

に刻みつつ精進し，そのうちきちんとした成果を

墓前にご報告できればと思います．三井先生，長

い間ご指導ありがとうございました合掌
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ロ 三井嘉都夫先生を偲んで

飯塚芳男 （元 ・実践女子学園教諭）

清水靖夫 （元 ・立教高等学校教諭）

大関 保 （元 ・大成高等学校教諭）

司会

井上奉生 （法政大学人間環境学部教授）

佐藤典人 （法政大学文学部教授）

佐藤（司会） 本学会の会長を長く務められた，

法政大学名誉教授の三井嘉都夫先生が2011（平

成23)年 4月 1日にお亡 くなりになりまして大変

に驚きましたあの東日本大震災が3月に起こ っ

て， 日本の中が何かと動揺している時期でありま

したしかも，年度末，年度初めという時で最

初に大関さんから三井先生の訃報を電話で教えて

頂いた時一瞬信じられなかった次第ですい

つも三井先生のお元気な姿が脳裏にあるものです

から，まさかと思っていましたでも考えてみれ

ば 88歳で米寿を迎えておりましたから，それな

りに時間が過ぎていることは確かでありますね

そこで生前の三井先生

と関わりの深い皆さん方

に集まってもらい，先生

を偲んで頂きたいと思っ

た次第ですまず，最初

に皆さん方の紹介も兼ね

まして，三井先生との関

わりに触れて頂ければと

思います飯塚さんから 司会佐藤典人

どうぞ

飯塚 親戚にあたる飯塚です．私は昭和25

(1950)年に法政大学地理学科へ入学しました 1 

年生の時にはまだ三井先生にお会いしてないです

が，その後結婚などで色々とお世話になり 今日

に至っ ております

佐藤 では井上さん，お願いします

井上 三井先生 とのつき合いというのはあま

りに身近な立場に居たもので大して気にしたこと

もなかったのですが，おおよそ 2つぐらいに分け

ることができるかと思うのです．つまり学生時代

と，それから（財）資源科学研究所（以下，資源研

と表記）でのつき合いです．でも後 日，私が法政

大学に奉職してからのつき合いはそれほどな

かったと思います．

佐藤 それでは，大関さん

大関 私と先生との最初の出会いは，記憶があ

いまいですけれど，確か昭和31(1956)年だった

と思います教養課程から専門課程に進みまして，

三井先生の「自然地理学概論」を受講したことが出

発点かと思います

佐藤 それでは，清水さん．

清水 三井先生とは大変に長い間の関わりがご

ざいますが多分，最初にお目にかかったのは昭

和25(1950)年，私がまだ高校生の頃です．私の

中学 • 高校の社会科の恩師が法政大学の卒業生で，

多田文男先生の銚子巡検に付いて行ったのです

その時 三井先生が同行されていたはずで，それ

以来，今日に至っておりました

佐藤 三井先生は昭和25(1950)年に法政大学

に助手として採用されて以降およそ40年間奉職

なさっていたようですから，その間多くの学生

を教え，たくさんの教え子がいるわけです私は，

昭和45(1970)年に大学に入っ てこの中では一番

若競者であり，大学院に進んでから先生の教えを

実際に受けたわけです

それゆえ皆さん方のほうが長い間，先生と接触

しておられたと思いますけれども， とくに先生と

の間で鮮明に記憶に残っているエピソードなどが

おありでしたら， ご紹介頂ければと思います．

飯塚 卒業後，同級生が計画した懇親会や一泊
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座談会「三井嘉都夫先生を偲んで」

の旅行には三井先生はほとんど皆勤でしたね

清水 法政大学の学生になってから，私の学年

には学科生が16人しかいなかったのですけれど，

先生方が14人ですから，今に比べると贅沢なくら

ぃ．．．．それで夜学の講義が終わりますと，週 lぐ

らいで新宿の『ボルガ』と いう所に飲みに行 くので

す皆さんご存知ですよね（笑）．三井先生が負担

してくれて，私には一度も払った記憶がないので

す．

そこでの話というの

は，先生方の専門分野の

背景あるいは学会での

先生方の役割などで講

義で は教えて頂けない

ような事柄ですね．あの

時に随分と勉強になり

ましたし，私にとりまし

てとても大きな糧とな

りましたあの店に計何

回行きましたでしょうか？

， , 

飯塚芳男

佐藤 当時だって，それなりに飲食費はかかる

わけですからね

清水 先照方がそれなりに支払ってくれていた

のかどうかわかりませんが，少なくとも私には支

払いをした記憶がないのです先生のお宅には『ボ

ルガ』からお歳暮が届くという話を間接的ながら

聞きましたから，かなりご散財になられたのでは

ないでしょうかでも，そこで教わったことはと

てもプラスになりました

佐藤 井上さんなどの時代も『ボルガ』ですか？

井上 よく行きましたね飲食代を払う．払わ

ないはそのときに応じて（笑）．

佐藤 何人ぐらい行くのですか？

清水 少ない時で 3,4人ですかもっと多い

こともございました

井上 でも大体は 3,4人ぐらいですかねそ

こら辺は三井先生も心得ていて， 10人も20人もと

言うわけにはいかなかったでしょうしね（笑）．

大関 とにかく三井先生の講義の話があの調子

で終わらないじゃないですか もう講義の時刻は

とっくに過ぎていてもまだ止めないのですよね

そして最後に「君たち気の毒だったなどこかへ

行こう」とそれで『ボルガ』へ行くわけです．新

宿方面に帰る学生がほとんどいなくて，私の頃も

やはり 3,4人だったですね．当時私なんかは

生活に苦労していまして飲みに行くなんてこと

はまずなかったですから，『ボルガ』でごちそうに

なってホッとしたということがありましたね

そんなことが何回かあった後「君図を描け

るか？」と いう話にな って「ちょっと資源研に来

い」というわけですそ

れで行ったら「おまえ，

関東地方の地形分類図

を描け」と言われてね

それで描いた図が先生

をお手伝いした最初な

のです．井上さんもご存

じだと思うのですがそ

の分類回は結構，長いこ

と使っていたね（笑）

井上 使っていま したね

大関保

大関 原図は大きな固なのですが，それを縮小

していろいろな論文に使っていましたね

その後三井先生は資源研で埼玉県の地下水調

査をしまして「おまえも一緒に来い」というので，

ボーリングデータを集めてきましたそれを今度

は図化しろとそれは今でもわが家にあるのです

けれど，厚さにしたら相当なものですそれで「ご

苦労さん」 ということで何がしかの，生活の糧に

なるようないわゆるバイト代を頂きました そ

んな思い出がありますね．

佐藤 井上さんには，どういう思い出がありま

すか？

井上 今，大関さんが言ったようなことで，私

が資源研へ行ったのは何年だったかな？ 多田先

生が「ちょっと資源研へ行って手伝わないか？」と

言うので行ってみたら三井先生の研究室という

わけですでも最初の頃私は浅井辰郎先生の部

屋に出入りしていましたけれどね．

三井先生とのつき合いは現地調査が主だった

ですねその頃からちょうど利根川の調査が始ま

りまして学生時代は黙っていても飯が食えるし，
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現地へ行こうということでね（笑）．私の同期に寺

西経昭さんという方が居まして彼なんかと 一緒

に資源研に出入りしていましたね

現地調査は利根川から始まって伊豆半島とか．

現地だけは色々な所へ行かせてもら ったという 印

象が強いですあの時利根川の調査では，利根

大堰と利根河口堰の 2つを行なっていましたの

で，若いと言われながら

も現場監督みたいなこと

を私はやっていました

大学院に進んでからは

資源研の助手になりま し

て今度はもう給料をも

らうことになりますから．

そうなると手抜きはでき

ないと 井上奉生

佐藤 ちょうど私なんかが学生の頃井上さん

は資源研で助手だったのですね

井上 そうだったと思います．

佐藤 井上さんに「アルバイ トに来い」と私は言

われて東海村の調査に行ったのが最初です

井上 そうそう．そんなこともありましたね

佐藤 三井先生は昭和25(1950)年の卒業と同

時に助手として採用されたということですけれ

ど，その頃のお話は私には知る由もないのでそ

の辺のお話をして頂くととてもありがたいです

が

飯塚 昭和27(1952)年に静岡へ巡検に行った

時白糸の滝などを回った帰りに，先生の実家に

立ち寄りましたね

佐藤 現在． 富士市となったご実家のほうへ．

飯塚 そうです．

佐藤 その当時現地へ行く際の交通機関は．

一応東海道線か何かで行 くのですか？

飯塚 ええ，列車です

佐藤 向こうの現地を回るときはどうするので

すか？

飯塚 それは定期バスです．

佐藤 清水さん，三井先生の助手とか講師あた

りのお話は？

清水 嵐の中を下田へ行ったことがございまし

たあと登呂迫跡へ，三井先生と一緒に夜行・日

帰りで行きましたね私たちは大学へ来て勉強し

ようと，地理学科の研究室へたびたび伺いました

それは大きな大部屋だったですね三井先生がい

らっしゃると何となく私たちも安心できるし，何

か分からないとすぐ質問できますから，何人かの

学生と一緒にその部屋に

入り浸りましたねそし

たら三井先生は他の先生

方から苦情を言われたよ

うですそれからは三井先

生が叱られたということ

で，僕らも少しその部屋

へ行くのを遠慮しようと，

そんなことがありました
清水蛸夫

佐藤 その頃の助手というと，学生の面倒を見

るほかに，教壇には立っていたのですか？

飯塚 私たちは地形図の彩色を教わりました．

清水 私と青木千枝子さんとは同級生ですが，

年齢は10歳ぐらい青木さんが上です青木さんは

昌平で市瀬由自さんに教わったようですね私は

立教高校で大沢詮先生という旧制学部2回生卒の

人に教わったのです

法政大学へ来ましたら，今度は「地理学概論」の

ような科目で三井先生に教わるわけです． 青木さ

んも私も，「あれっ」高校時代に教わったことと同

じだと（笑）． と言うことは多田先生だとか，そ

の他の先生方が三井先生の勉強する頃に講義され

た内容を今度は三井先生が咀噌をして僕らに教

えてくださったですから，だんだん講義の密度

が濃くなるのですね「同じ流れの中で育てられ

ていくな」ということを感じましたね

佐藤 今話しに出ました昌平では，本学の市

瀬先生も教鞭をと っていらっしゃ ったのですか？

飯塚 多田先生の口添えで昭和21(1946)年か

ら夜間専門の御茶ノ水にあった昌平に三井先生も

教えに行っていたようです当時は「昌平中学」で

す．そこに三井先生は昭和28(1953)年頃までお

られてその間，教務主任も されていましたそ

の後市瀬さん，それから一人おいて私その後

に上田茂春さんと続きます．
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佐藤 そうすると，佐々木茂さんなんかも昌平

で習ったのでしょうね

飯塚 そうですね新宿・大久保の資源研の構

内にあった独身時代の三井先生の宿舎に転がり込

んで， 3ヵ月ぐらい寝食をともにした学生も いる

ようですね．とても学生に慕われていた先生です

のでその当時の卒業生の集まりが去年までずっ

と続いていました去年は病院に揃ってお見舞い

に行ったそうです昭和20年代の昌平の卒業生で

しょうね

佐藤 大関さんが入学された時には，冒頭の関

わりにも出ましたように，三井先生は「地理学概

論」を教えていたのですね？

大関 教養課程で教わり，それから専門課程で

また概論的な講義があってそれがほぼ同じ内容

なのですね私なんか，「同じことを 2回も講義

するのか？」みたいな感じでいましたけど

佐藤 その頃だと教壇に立たれてもう 5~6

年経っていますか？

大関 そうですね当時三井先生は専任講師

になられていて，渡辺一夫先生が助手だったので

す．それから渡辺先生が専任請師になられてそ

の後に市瀬さんが助手で入られた

清水 そうですね

佐藤 飯塚さんが実践女子学園に勤められたの

は，いつ頃ですか？

飯塚 昭和29(1954)年9月です．その 2~3ヵ

月前から昌平で教えていました．

佐藤 先ほど井上さんからもお話が出ました資

源研と言うのが，僕などは学生ですから， どうい

う関係の機関なのか分からないままにアルバイト

をしていましたけれど，あれは確か財団法人であ

りましたのでどこかの役所関連の機関でしたか？

井上 最初は文部省なのです．設立が昭和16

(1941)年12月8日．それで戦後間もなく，ある意

味では潰されたのですやはり米軍が関係しまし

てそういうことを旧い人たちからよく聞いてい

ましたね

佐藤 あそこには様々な分野の人たちがお勤め

になっていましたね

井上 土地と生物と水． 3つの部門がありまし

て，三井先生は水ということになりますねその

ほかに地質の人たちや植物屋さん，動物屋さんが

いました調査は一緒に合同でやったりしました

例えば先ほど触れた利根川河口の調査は，主に

生物屋さんの貝だったね，．シジミです．あそこは

それで生活している人がたくさんいましたから，

河口堰の建設でシジミ がどうなるかという話です

ねそれを合同で調査しましただから，学術論

文ではないけれど，資源科学研究所の報告にその

類がたくさん載っているわけです．主に委託調査

ですねでもこの委託というのは民間じゃないで

す．科学技術庁であるとか，建設省とか，水資源

開発公団（現・水資源機構）とか． こういう機関の

委託調査をやっていました東海村の調査なんか

もそうです

清水 以前，三井先生 を「外邦図」の研究会に

引っ張り 出してというと語弊がありますけれど

も，資源研にどういう形で「外邦因」が持ち込まれ

たのか？

そんな話を「外邦図」を研究している人たちに，

平成15(2003)年11月8日 ・会場の駒澤大学で三

井先生にお話してもらいました 中野尊正さんだ

とか，その時に「地図を持ち出せ」と言った参謀の

方にも来て頂いたそれから通信教育部を卒業し

て防衛庁関係に勤めていた方も居ましてその方

も当時色々とご苦労されたようなのでやはり

お話ししてもらいましたその後三井先生がそ

の話の内容を文章に著して下さったのです．それ

に拠りますと，資源研ができたのはさっき井上

さんが話しましたように昭和16(1941)年12月8

日の開戦記念日のようですね

井上 そうそう．

清水 昭和20(1945)年 5月の空襲で高樹町に

あったその資源研が焼かれて戦後，例の戸山ヶ

原・百人町の技術研究所の建物の 1つを受けてと

三井先生は杏いてあります．ただ，最初は米軍の

監視が大変に厳しかったと．

井上 そうだったですねあの一帯はずっと第

6陸軍研究所だったようでガスの装置があるの

です

佐藤 毒ガスがどうのこうのという話は聞いた
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ことがありますね

清水 要するに，戸山ヶ原の陸軍の研究中枢

だったですね今で言えば，新宿の青物市場の東

側一帯になりますね

井上 今で こそ国土交通省の建築研であると

か，筑波大の一部となった工学研究所とか，それ

から科学博物館とかあそこら一帯は全部そうい

う建物であったということですよね

佐藤 その資源研に三井先生が関わったのは多

田先生が勤めていた関係ですかね？

清水 多田先生から誘われたと，三井先生は書

いていますねつまり高樹町にまだあった時に「誰

か資源研の雇員にならないか？」と多田先生から誘

われたと 大変ありがたいという気持ちで 三井

先生は書いています

佐藤 恐らく大学が夜学だったから， 昼間は資

源研に行って教える時に大学へ来るという感じ

ですかね

井上 資源研では専任でなかったのではないで

すか？地質屋だ とか植物屋さんなんかは専任で居

たと思うのですけれど，残りは専任じゃないと思

います浅井辰郎先生とか阪口豊先生がいました

けれど

佐藤 そういう意味では比較的，不定期に

井上 不定期ですね今の時代にはそうい う形

が可能なのかどうかわかりませんけれどね

佐藤 だけど，そういう場所があるのは，研究

をする上で結構，良かったわけでしょう？

井上 資源研が閉鎖するという時，総合的な研

究機関がないと， 研究なんてみんな独立しち ゃう

でしょう ．そうすると，もうみんな縦割りでいき

ますからね予算まで縦割りですから，資源研み

たいなところは貧乏だけど常に合同で調査できる

じゃないですかその点は良かったですね

佐藤 学問を横断的に

井上 横断的にできるという所が良か った

我々 ・地理屋も地質屋さんと現場に何度も行った

し．

佐藤 三井先生は新婚時代に資源研に住んでい

たのですか？

飯塚 独身の時から新婚時代を経て，現在の練

馬に移る まで住んでい ましたね

佐藤 そのぐらい鷹揚な時代だったのですね

飯塚 間仕切りは本当に簡単なものだ ったと

言っていました（笑） ．

井上 倉沢秀夫先生なんかと一緒に居たと言っ

ていましたよ ．

佐藤 その頃飯塚さんは訪ねて行ったりした

ことはあるのですか？

飯塚 いや，ありません．

佐藤 大棋lさんはどうなのですか？

大関 話では聞きましたけどね物置みたいな

部屋に居たという話は， よく聞きました （笑）

井上 最後にそこに住んだのは僕だったですよ

（笑）

佐藤 井上さんも住んでいたことがあるのです

か？

井上 あるある，だって家賃がただだもの（笑）．

佐藤 その頃僕なんか学生で，井上さんから

アルバイ トに雇われて三井先生の部屋に通ってい

ましたね仕事で手を動かしつつも雑談してい

るわけだけれど，そんな時に三井先生が廊下を革

靴でカッカッと鳴らしながら足音とともに来る

途端にみんな無口になって，まじめに仕事をして

いるかのような顔してね（笑）．大関さんが「閣下」

と三井先生にあだ名をつけたのはその事からで

すか？

大関 そうじゃない．秋岡先生は実際に閣下

だったでしょう，それに由来しているのです．三

井先生を「資源研の閣下」と，確か戸谷康義君あた

りが言い出した それで「閣下」が来たとか

佐藤 革靴の音がカッカッと鳴るものだから？

ではない

大関 だんだん曖味にな ってそのうち戸谷君

は私のことを「セミ閣下」と言ったくらいですよ

（笑）．

井上 大体， Dがうるさいとそうなっちゃう

（笑）．

清水 秋岡先生は勅任官で，文官ですから陸士

の教頭止まりで，それ以上は進めないですね．三

井先生の文章をみるとそんなことから士官学校

系列の先生をみんな法政の地理に集めることが可
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能だったとそれを多田先生から頼まれたりした

と書いてありましたねそれから三井先生自身も，

多田先生のお宅に下宿していたことがあるようで

すよ

飯塚 そのようですね

清水 東京に出てきて住む所がなくて，資源研

に勤めながら多田先生のお宅に住まわせてもら っ

たと食料もない頃ですから大変に助かったとい

う話です多田先生と 三井先生の関係とい うのは，

普通の人の関係よりもはるかに濃いですね

井上 濃かったようですね

佐藤 僕なんかは，三井先生が地方へ調査に

行って，ついでに買い出しをし，野菜と かを背負 っ

てきた話しか聞いたことがないですけれどね

清水 最初に話した銚子に行った時です．ちょ

うど多田先生の戦友が銚子にいらっしゃって，帰

りに市場の近所でその方に会ったのです．多田先

生が巡検に連れていってくれたのは十数名だった

ですがその方が全員にサンマを 4~5匹ずつ持

たせてく れたのです昭和25(1950)年頃ですから，

まだ生鮮食品が自由にならない時代でして，何し

ろ美味しそうなサンマだったのですそれを持っ

て家に戻ってからというもの，私の両親（もう亡

くなりましたけれども）は，サンマというと銚子

で目黒じゃないのですね（笑）．

井上 同じように，三井先生は吉村信吉先生と

色々と調査をしていますだから，三井先生は調

査マンですね机に座って研究するのが好きだっ

たかどうか？

佐藤 現場へ出ているほうが性に合っていると

か？

井上 まず現場だね北上川であるとか，石巻

とかですよねあそこへは何回も行ってあの先

生は何より現場が楽しいのですね．

佐藤 現場と言えば下北半島の田名部もそう

ですか？

井上 幾つかありますね．九学会から始まって，

ー
査もそれに入るのかな？ 米代川の塩水遡上とか．

佐藤さんなんかは田名部へ行かなかったですか？

佐藤 行ったんですよその頃から，東海村の

次は田名部のような記憶がありますね

井上 夜中に観測して．

佐藤 田名部川放水路の川に落ちてね（笑） 夜

中，街中は盆踊りで賑わっているのだけれど，こっ

ちは放水路で塩水遡上の徹夜観測．ただ，あのと

きもリュ ック に観測機器を入れて現地へ持ってい

かざるを得なかった重かったなあ

井上 先ほど大関さんが触れた埼玉県の調査

も，流速計から何から全部リュックサックですか

らね．それで何班かに分かれて調査するのです

佐藤 今だと自動車で運べるけれどもね

井上 今は車で全部移動だけれど昔は歩いてで

すよ．常に地図を見ながら．

大関 そう言えば 「大関君は山登りしている

のだから背負えるのでしょう？」と，おだてられつ

つ重い機器を背負わされてしまうんだよな（笑）．

佐藤 当「法政大学地理学会」を設立した頃をご

存じの方だと，やはり飯塚さんとか清水さんあた

りですか？

清水 かつて「地理学科卒業生名簿」を刊行しま

したね．そこに多田先生の名前で「法政大学地理

学科40年の歩み」という巻頭文がありますこれ

だけの内容でありますから多田先生お一人じゃな

くておそらく三井先生あたりが一部下書きさ

れたのではないでしょうか？

佐藤 当地理学会を立ち上げたのは，清水先生

なんかが在学している頃ですか？

清水 もっと前ですね

佐藤 中村宗敏さんあたりですか？

清水 それよりももっと前だと思います．た

だ，幾つかの波があってそういう人たちがいる

時に活動が活発になったのですですから当地理

学会でもあちこちで巡検をやられたと記憶してい

ます当時 l泊で巡検しましたね．

佐藤 当学会の機関誌が途中まで来て途切れて

中断があり，また復活したりしていますがそれ

色々な関係で調査をやりましたね 田名部の調 は活動の波ですか？

清水 ええ．それと学生運動が盛んになった時

にもちょっと途切れましたね

佐藤 そうですね．そこら辺からは私の記憶に
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もあり ます． 大関さんが在学していた頃は，法政

大学地理学会という存在はどうだったのですか？

大関 ほとんど活動していませんでしたただ，

あの頃は中村宗敏さんとか，それから亡くなって

しま った戸島正雄さんとかが先頭で活躍していま

したね

清水 それに現在もお元気な岡永亮八郎さん

とかもね

大関 あのあたりの方が盛んに檄を飛ばすのだ

けれど，なかなか乗らないという時期だったな

佐藤 確かに，先ほどいった紛争の頃で活動が

止ったそれでも代理徴収で会費300円を納めて

いた記憶はあるのだけれど，活動は停止状態でし

たねその辺を当時学科の教員でありました大

貰俊先生は随分に苦慮していました 地理学科の

卒業生のためにそういう組織がきちんと存続する

べきだと

昭和36(1961)年から 地理学科は昼間部に移行

しましたね井上さんはそれの 1回生ですか？

井上 いや違います，私は 2回生です． 1回生

は小見波正隆さんとか漆原和子さんですよ

清水 立教高校に来た湯川宣雄さんなんかも 1

回生です

佐藤 1回生になると，卒業生名簿を見てもそ

れなりに学生数が多くなっていますね

井上 1学年で80名ぐらいにはなるのですね

佐藤 現在100名弱ですからそんなに違わない

ですね

井上私も学校へ行ったのは 1年ぐらいであ

とは資源研にずっと行っていました大学に来て

いるこ とは余りなかったです（笑） 何 しろ仕事が

たまっちゃうものだから，与えられた仕事をこな

さない と三井先生の機嫌が悪く なるのでね（笑）．

佐藤 井上さんは三井先生の助手のようなもの

ですかね？

井上 学部の学生時代が終わってからね

佐藤 三井先生には資源研があって，大学の講

義で学生を教えていて，かつ井上さんのように大

学院に籍をおきながら資源研に助手で入られて，

その頃に私はアルバイ トで行ったりした資源研

があったということは，やはり三井先生の研究に

おいてはすごく重要だったのでしょうね？ その

当時の三井先生の研究や学生指導などに関して，

何か思い出などありましたら，紹介して下さい．

井上 三井先生は資源研に籍を置いていた関係

上，格好の研究の場を与えられていたのではない

ですか

佐藤 三井先生の学位論文である「河床変動の

問題」はその頃よりももっと前ですか？

井上 その前ですねただ，あれは資源研の人

たちも手伝ったりしていたはずです例えば阪

口先生なんかもよく話をしますが，渡良瀬川の調

査で レンガを投じていたとか

佐藤 台風でどれだけ大水が出てそのレンガ

が流れていくとか

井上 そうそうそれにどれだけレンガが磨耗

してい くのか，そういう調査ですよ

佐藤 井上さんは川に潜ったほうじゃないです

か？

井上 それはもっと前の先盟方ですよ．

清水 三井先生は旧制の学位を取得されたので

す．多田先生などが三井先生に「学位を取れ」と言

われたのではないかと思うんですね

井上 同じくその時に申請 して取った人が浅井

先生です

佐藤 三井先生が学位論文を書いていら っしゃ

る頃，飯塚さんはご親戚になられていたのですか？

飯塚 私が結婚したのは昭和33(1958)年です

から，三井先生が学位を取得される前です．

佐藤 三井先生が学位論文を執鏑している頃を

ご存じでしたか？

飯塚 いや，知 りませんでした

佐藤 大関さんはどうですか？

大関 河床変動の図などはグラフ用紙に描かさ

れましたね一度 描いた図 を「もう少しきちん

と清書してくれ」と頼まれて手伝いましたね

佐藤 当時は現在のように複写機がないから，

3部作成するのに手分け して文章を一生懸命に清

書したとか

井上 昔はそうだったでしょう． 例えば富山

へ行っ て県庁から 5日間の約束で資料を借りてく

ると，その 5日間ずっと毎日写しをやった何せ
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コピー機がないからね．

飯塚 三井先生は筆まめで書くのも速かったで

すよ．

清水 読みやすくて，とてもきれいな字で書か

れましたね

井上 当時と今とでは学生の気質がかなり違う

かもしれないですね最近の学生は資料がなけれ

ば駄目と必ず言って来るけれど，当時は自分たち

で資料を探すとかそういうことをみんなでやっ

てね． 昨今の学生の気質は違うなと，いつも思い

ますよ． また三井先生の面白いところは，山で

もどこでもさっき 触れたよ うに現場が大好きな

のですねただ一つ嫌いなのが蛇．蛇は大嫌い．

「ぎゃっ」と逃げ回る（笑）．そこに蛇がいると言っ

ただけでもうそこを通らないあれほど現場好

きな人なのに珍しいなと思ったある時，現地調

査の合間にウナギ釣りをやっていたわけですよ

それを見て先生は怒るのだけれど，宿へ帰ってい

の一番に釣ったウナギを食べるのは三井先生なん

だよね（笑）．ウナギ同様の長い蛇が嫌いなはず

だったのにね．田名部に行っても，それから恐山

の宇曽利湖に行っても

佐藤 宇曽利湖の辺りにはたくさん蛇が居るで

しょう．

井上 いますよ，現場が好きな人なのに蛇が嫌

いだって我々は驚いたものだね（笑）．

大関 それにその驚き方が一様でないよね資

源研で学生が何かへましそうになると，でかい声

で「うわっ，ぶっ壊したらどうするんだ」と とに

かく前に「うわっ」が入るわけ．

井上 すごいです．あれにはみんな驚きますよ．

大関 「先生に『うわっ』と言われただけで器具

を落っことしちゃうよ」って，私なんか言ったも

のですけれどね（笑）．

井上 現場が好きな人だった ことは確かです

ね例えば現地調査が終わると，船で船着き場

まで戻る時に（両腕を上げて）踊りを踊っているみ

たいな格好をして歌を歌ってね．草津の酸性河川

の調査でもね

佐藤 ではあの品木ダムの頃ですか？

井上 あれの竣工前ですねまだあそこは県管

轄で建設省に移管する前の調査だったあの頃，

品木ダムの模型を色々と作って，建設省で模型を

見せてそこに水を流してみたりしていました

佐藤 現在では草津温泉に国交省の工事事務所

がありますね

井上 今では渋川の石灰を使わないで下仁田の

石灰岩だけを中和目的で流すということをやって

いますけれどね ついこの間学生を連れて行っ

てきましたあの辺も三井先生は何度も調査をさ

れていました，湯畑からね

佐藤 吾妻山系の酸性河川の調査を三井先生が

したのもその頃でしょうね

それでは少し話題を変えましょう皆さん，ご

承知のように三井先生は法政大学の中でいく つか

の役職を務められていまして， 50歳前後からはと

ても忙しい立場だったのではないかなと思うので

す先生の経歴からも分かりますように，僕の記

憶にあるのは最初に大学院議長を務めたことで

すその後文学部長に就かれ，それからしばら

くおいて常任理事でしょうか？ この 3つだけは

記憶にありましてその辺でもし皆さんの中で何

かお話がありましたら井上さんはどうですか？

井上 その頃のことになると ，あまり 分からな

いです

佐藤 井上さんが本学へ着任した頃には， 三井

先生は何かの要職に就かれていたのではないです

か？

井上 もう常任理事は辞めていたと思いました

ね法政大学の野球部長は務めていたのかな？

佐藤 その野球部長は昭和49(1974)年から定

年退職するまでの計18年間務めていましたね研

究 ・調査とい う面では， タクラマカン沙漠の調査

もあったでしょうけれど，少なくとも結構，その

頃も忙 しかったですね飯塚さんはご親戚ゆえに

傍で見ていて，三井先生が学内の多くの役回りで

忙しい とか，それと 関わるよ うな一面はありませ

んでしたか？

飯塚 自宅で会うことはそれほどありませんで

した

佐藤 だけどご自宅が近いから，ちょくち ょく

行くとかは？
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飯塚 家内は子供を連れてよく行っていました

ね

佐藤 清水さんは外から見ていてどうだったで

すか？

清水 ちょうど大学紛争の頃，三井先生は学部

長だったですね私は非常勤でしたから講義がな

くて逆に楽だったですけれど．大学へ書類を出す

用事があって，バリケードの中へ入らなければな

らなくて何回か入ったのです．役付きの先生方は

校内へ入れませんから，確か三井先生は九段の方

に部屋を 1つ確保して，事務を執っていらしたと

思うのですその頃先生にしてはちょっと弱気

というか，「きついよ」と口にされていたことが記

憶としてありますね私はずっと非常勤を務めさ

せて頂きつつ， とても 心配 していました

佐藤 学部長を務めていたから学生から吊るし

上げられる対象になるわけですからね

清水 ですから，大学にあまり近づけないと

おっしゃっていましたね

佐藤 確かに学内が非常に大変な時期でありま

して先生方によっては体力的にまいってしまい

役回りの任期を満了できないわけですけれど， 三

井先生は学部長も ，大学院議長も全うされたので

すよね

井上 それはすごいですけれど，ストレスで胃

を壊されましたね確かその時四ツ谷の胃腸病

院に入院されました一見，豪放孫落という感じ

がするのだけれど，なかなか要職に就いてしまう

と色々な人が居ますからね．あの頃法政大学の

多摩移転問題もあり，大分，心労が重なったので

ないかなという感じはします．ただ， 三井先生は，

身体が頑丈であったことは間違いないですよ．

佐藤 常任理事を務めたタイミングが，多摩移

転問題が浮上してきた頃ですかね？

井上 その当時のことを知っている学内の先生

方は，三井先生じゃなきゃもたないと言っていま

したね

飯塚 身体はあまり大きくないですけれど，と

ても丈夫でしたね（笑） あの頃胃腸病院に入院

したと聞いて本当に驚きました

佐藤 「私は風邪も引いたことがないよ」と，よ

く口にしていたくらいですからでも自宅の机の

下には電熱器みたいなものを置いていましたね

足元が冷えないようにそういう点でとても健康

に注意を払っていましたね

井上 冬は暖かい帽子を被るとか，そういう事

には気をつけていたそれは先生なのか奥さん

なのか， よく分からないけれど

佐藤 僕が大学院の頃にはそろそろ資源研を閉

鎖する話題が出てきたそこで三井先生は書物を

受け入れるために，ご自分の家を改築なさって，

仕事部屋を一つ増築されましたそこに机を数脚

置いて，僕はア）レバイトでそこに通ったのです．

その時にもちゃんと机の下に例の電熱器を置いて

あり，足を暖めて絶対に風邪を引かないように気

を遣っていましただから，非常に用心深い方で

あることは見ていて分かりましたね

もう 1つ，先ほども 出ましたタ クラマカン沙漠

の話は大関さんが非常に関わっていて，異国の地

で先生の人となりを垣間見たのではないかなと思

いますけれど，あれは何年間実施したのでしたか？

大関 2年間でしたね，夏休みを活用して現

地だって暑いわけですよ ．もう沙漠は50℃近くに

なるでしょうそれで体調が変になった人たちも

出たのですよ ．

佐藤 タクラマカン沙漠の調査は， 何せ相手が

中国ですから．あの頃の中国はどうだったのです

か？

大関 中国とのこの話のき っかけは， 日本山岳

会がナムチャバルワに登るため，中国の登山協会

とか探検協会と折衝を始めた事です．それが今か

ら22~23年前だったなその時折衝に行った

日本山岳会の会員が，中国探検協会から「一つ話

があるから乗らないか？」と声をかけられたそれ

がタクラマカン沙漠の横断という話だった徒歩

で横断するのは世界で初めてだからやりませんか

と， しかも未開放地域に入れるのだからロイヤリ

ティーをよこせと言うわけです

日本山岳会は山のほうですから， タクラマカン

沙漠の徒歩横断については日本に帰国してから何

処かに声をかけてみようと法政大学地理学科出

身でワンゲル部のOBに藤井正彦いう人が居まし
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て，彼が日本山岳会の会員なのです．彼が当時の

ワンゲル部長であった井坂義雄先生にこの話しを

持って行ったそれで井坂さんは三井先生に，地

理学科とジョイントして何かできないかみたいな

話になったそれで三井先生が私に声をかけて，

おまえのノウハウを活用したいと言う訳です．私

は登山でヒマラヤヘ何度も行っていましたから

しかしその後 例の天安門事件が起きてこの話

は一度潰れるのですでもまたその後に中国側

から声が掛かってきたのです「じゃあ」というこ

とで向こうと折衝したら，高額なロイヤリティー

を請求された

とにかく隣国の日本から行くにしても，渡航費

や機材や諸々かかる何度かの折衝の中で，日本

円に換算して千数百万円， とにかく捻出しなけれ

ばいけないことになったわけです平成 3(1991) 

年でしたが，その頃はとにかくどこの大学でも探

検だとか，やれ何だといったってお金は集まらな

いですよね．それで「法政大学は何もやらないじゃ

ないか」と三井先生に随分ハッパをかけたのです

中国側が最初に提示したのは， 日本円に換算して

千数百万円だったとてもじゃないけど出せな

い．それでも 1千万円ほどのお金を何とか捻出で

きた

その後 2期目を遂行することになってもう

地理学科とワンゲル部ではどうしようもないか

ら，大学当局に寄附行為をしたいとお願いした．

それが受理されて費用を集めたのだけれど，それ

でも足らなくて個人負担で幾ら出すのかととに

かく行きたい人は出そうと． 学生はそんなに金が

無いから，それ以外の方は50万や60万出すのは当

たり前だろうとそれでも三井先生や井坂先生も

足らない分をかなり負担されたのです．それで何

とか費用を工面できて 2次調査も実施できたので

す

三井先生が日本側の総隊長という話になりまし

たので中国へ行って科学院の人たちと随分と折

衝されました とくにタクラ マカン沙漠の場合

徒歩横断した前例は無いというわけですから面白

いぞと．その代わり金を出せということが 1つ．

それにもう 1つ． NHKの「シルクロード」製作

に中国科学院とか中国探検協会が絡んでいるので

す． NHKは「シルクロード」の絵を撮るためにと

ても金を使っているのですパジェロだとかラン

クルを中国側に差し上げているのです．それが向

こうの頭にあるわけで「日本の法政大学なのだ

から．車 5台や 6台ぐらい無償でくれ」と言われ

た冗談じゃない結局最終的には向こうの車

をレンタルすることで決着したのですけれど．そ

こへ行き着くまでが大変だったです

だから．そんな先例をつけたNHKはとんでも

ないですよ ．「シルクロード」のディレクターが日

本山岳会に所属しているのです．つい先日も会っ

て， 「あなたがそんなことをやるから後で行く人

間にと ってはとても 困っちゃう」とつい愚痴を言

いましたよ．

我々が行った時も，中国は二股をかけているん

だよね． ロイヤリティーを余計に出すほうを優先

というわけで，法政大学にも声をかけるけれど他

にも声をかけている民間放送にも声をかけてそ

れにTBSが乗ったのです確か平成 2(1990)年

1月2日だか 3日にタクラマカ ンの徒歩横断とい

うことを放映したのですそれを僕らは見たので

もうあんなことをやったのでは駄目だとでも

せっかくここまできたのだから横断なんかやらな

くたって 中国側が何を狙っているのかもう少

し話を煮詰めたのです．要するに，科学的な研究

であるなら話はまた別という形で動けば，法政大

学としても名を上げる ことができるのではないの

かとなったわけです結局ただの探検横断では

なくて「学術探検調査」という名目にしたのです．

その折衝の過程で三井先生は中国側の人間と話を

まとめるのだけれど，そのような点ではかなり苦

労されたと思い ますよ．

佐藤 現地への滞在は 1ヵ月ぐらいですか．

大関 第 1次が 1ヵ月で第 2次はもっと長

かったのです色々と話を詰めていく過程で．中

国側はタクラマカン沙漠の開発をしたいのが分

かってきましてねあそこは原子力の施設もある

し，油田があることも分かっている沙漠の周辺

にもっと漢民族を入れて農耕をさせたいというこ

とも，中国政府の意向としてあるわけです．それ
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には水が不可欠であり，法政大学の三井さんは水

が専門だからということもあってそれで「沙漠・

水・人間」というタイ トルになったわけです

しかし，水収支を云々するのであれば，ケリヤ

河源流部の氷河から見なかったら話にならないだ

ろうとでもケリヤ河というのは途中がすごい横

谷なのです．そこは人跡未踏の地で何か事故でも

あったら困るから通らせられないと ケリヤ河の

支流の方から回って，すなわちクンルン山脈中の

盆地にあるアシュククラを回って行けば良いと考

えたわけです．ケ リヤ河源流域のあまり良い地図

でないにせよ，中国側はそれを持っているのに，

こちらに見せないのですよ． 5万分の 1の地形図

を絶対出さない．仕方がないから夜同行した学

生をたたき起こして， トレーシングペーパーに

こっそりと写しとりましたね

ケリヤ河の源流部にはアクスムズターグとい

う7,000m近い山があり，そこが水源なのですよ

そこまで行こうと折衝したのですけど，結局果

たせなかった私があまりにうるさく言ったもの

だから， もう交渉の段階で中国側の連中から，あ

いつは危険人物だとレッテルを張られたみたいで

すね

佐藤 考えてみるとあの時期は三井先生の退職

間際なのですよ． とてもじゃないけど，あんな過

酷な所へなんか私ならば行けないな

大関 私はそれなりに体力的に余裕があったの

ですけれど，実際，三井先生はタクラマカンから

帰国 して2年ぐらい経過してから体力がかなり落

ちましたねそれはもう皆さんご存じだろうと思

うのですけど，その後何度も入退院を繰り返さ

れていたようですから

佐藤 井上先生は，タクラマカン沙漠への参画

を要請されなかったですか

井上 それは全然なくて（笑）．ただ，水を調査

するというので小寺浩二君に「蒸留水をたくさん

持って行きなさい」と，それだけは伝えましたね

佐藤 ああいう過酷な場所へ行くのは大変です

よね．今でこそ少しは便利になったのでしょうけ

れど．

大関 我々が帰国してから 1年ぐらい後に西域

（セ イイキ）へは，中国政府が認可したエー ジェン

トの旅行の場合のみ，西域南道の道路を通れるこ

とになったのです

でもとても良い経験をしましたし，ワンゲル部

員の真貝伸子（経済学部）という女子学生は，その

時世界で最初にアシュククラに入ったただ 1

人の女性ですからねそれを中国側ではすごく評

価しているのです

• 佐藤 三井先生はああいうところへ行っても，

食事なんか困った様子はなかったですか？

大関 いや，下痢はしたと思いますよ水でも

下痢するし，現地の飯でもそうだったのではない

ですかな

佐藤 だけど三井先生は好き嫌いのないほうで

しょう．

大関 でもあれだけの気温変化の中でそれも

毎日，毎日でしょう．普通の人間でもなかなか耐

えられないですよ．

佐藤 夜は 0℃近くに下がり，日中は40℃を超

えたりするというからね

大関 私が行った所だって，高いほうへ行けば，

標高5,000mを超えるわけです毎日，夜は雪が

降り， 日中になるとグーンと気温が上がって，本

当に日較差が40何℃です．ですから，向こうの人

間でもまいっちゃった中国科学院の人間が2人，

僕らと一緒に行動していたのですが，最後には音

を上げちゃった高度障害と，色々なストレスか

らくる障害でしょうね．それが顔に出ちゃって，

唇は割れるわ，顔ははれちゃうわ，食べ物は喉を

通らないわと． このままでは死んじゃうと言い出

した

井上 それにしても三井先生は丈夫だね．

大関 ラクダにも乗ったくらいだからね．

井上 ラクダに乗っていた写真は見せて頂い

た．

佐藤 ところで先ほど出たように，昭和49

(1974)年から退職されるまでの18年間法政大学

体育会の野球部長を務められたのですよね． この

辺に関しては皆さんどうですか？飯塚さんなんか

もそれはご存じでしたか？

飯塚 それには私も驚いた野球の「や」の字も
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知らない方ですのにね （笑）．つい最近まで様々な

会合に顔を 出していましたね

佐藤 野球関係の？

飯塚 そうです．また神宮球場の試合にも行く

のですその努力たるやすごいものですね最後

まで野球はそれほど知らなかった気がしますね

（笑）．また就任当初ば江川卓選手の時代でしたね

大関 皆さんも三井先生に関する色々な野球の

エピソー ドを知っていると思いますけれど，その

一つに，右打者が打ってファーストヘ走りますよ

ねそれよりもサードに走ったほうが近いじ ゃな

いかと（笑）． 右バッターの場合，確かに一歩違う

だから何で遠いファース トヘ行くんだという有名

な話があって（笑）

佐藤 野球のルールを知らなかったのでしょう

ね法政大学野球部の90年史があってそこに先

生が寄稿されているのを読んだら，18年間務めて

16回優勝したと書いてありましたその後，経営

学部の今井一孝先生が野球部長を引き継いだので

す

飯塚 野球音痴だから，我々はそんなに長く続

かないだろうと思っていましたでもやっぱり人

柄ですかね

佐藤 そういう点で井上さんは資源研あたりか

らずっと傍で見ていて，三井先生の口からスポー

ツの「ス」くらいは出ましたか？

井上 まあ 三井先生には無理ですね（笑）．現

地調査は達者だけど，スポーツは・□ さっきの大

関さんの話で山登りはどうかと言えば調査だっ

たら登っちゃうのでも登山ならば，きっと嫌だ

ろうねおそらく行かないでしょう．

佐藤 野球部長を引き継いだ時が，タイミング

的に江川選手や現在の監督の金光興二さんなどが

選手の時だったのですいわゆる「花の49年組」で

とても良い思いをしたのですよ．あの頃は神宮球

場にも大観衆が入ったしね地理学科の学生にも

野球部員がいましたから，現地研究などに彼らが

参加すると，試合中のベンチで三井先生がどうい

う様子なのかを彼ら部員が真似するのです（笑）．

これがまた仕草の特徴を上手く捉えているんです

ょ

井上 野球部員が？

佐藤 ええ．三井部長はベンチの中でどうやっ

ているのか，宿での余興の際に真似するんです

（笑）．ただ，先生は僕に「試合中にいつ拍手をす

れば良いのかわからないから困る」と言ってい

ましたね．つまり，いつ自チームがビンチで難し

い顔をし，いつチャンスで手を叩 くのか，それが

分からないからとても苦労したみたいですねだ

から周りをみてワンテンポ遅れて手を叩いていま

したね（笑）．それから， ピッチャーが投げてバッ

ターが打つと， 目はボールを追いかけるじゃない

ですか？ 外野の飛球をねあの広い外野をわず

か3人でしか守っていないのに， 何でわざわざそ

こへ打つのだろうかと言うんですよ（笑）．「あん

なに外野が広いのに，野手のいるところに打たな

くたって良いのに？」と．先生は飛球ばかり目で追

いかけているじゃないですかだから打球が飛ん

でいる間に野手が走っているのを当初，理解で

きなかったようですね．「不思議だな？」と口にし

ていましたからね

井上 三井先生らしいね（笑）．間々「君ね，サ

ィクルヒ ットって知っているのかい？」と口にする

ものだから，僕は友人たちに「『知らない』と 言っ

とけよ 」と（笑）．あまりに自慢気に言うものだか

ら，それがまたおかしくてね

佐藤 三井先生はルールなどをあまり知らない

から，そういう点ではストレスが溜まらない （笑）．

井上 先生は恥ずかしいということが余りない

方だから，すごく良いですよ．

佐藤 「部長先生，こっちらへ来て挨拶を」と，

そればかりしよっちゅうやらされるとぽやいてい

ましたけれどね全日本大学野球連盟の評議員な

ども務めていたようですし

飯塚 野球部関連の会合だというと ，いそいそ

と喜んで行っていました

佐藤 その時奥さんはどのように思っていた

のでしょうかね（笑）

飯塚 もう仕方がないと

井上 若い時から母子家庭みたいなものだった

でしょうね奥さんにちらっと聞いたことがあり

ますから
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佐藤 では三井先生のご家庭のことをちよっ

と プライバシーに差し障りの無い範囲で．一番

上の子供さんが豊さんで，下が双子の女のお子さ

んでしたね僕が三井先生の自宅にアルバイトで

通っていた頃は，下の双子の子供さんは小学校の

五年生か六年生だったですね．2人とも同じ姿・

格好をしていたようですけれども最初，私は双

子だって知らなかったおやつの時間にお茶を

持ってきてくれた方に，「あなたは和子さんです

よね？」．「違います，富美子です」と（笑）．ほどな

くお茶を下げに来てくれた方に「富美子さんでし

たよねJ.「違います．和子です」と．私はからか

われているようでどっちらがどうなのか，まっ

たく分からなかったですね（笑）．この間ご葬儀

の際に久しぶりにお会いしましたけどもう大き

なお子さんもいましてねさっき井上さんが母子

家庭みたいだったと 申されましたけれど． 実際，

飯塚さん，三井先生はどうだったのですか？

飯塚 先生は家庭のことは何もしない（笑）．

大関 ある時私に「君，双子っていうのは面

白いんだよね」とつくづく 口にされことがありま

した 「容姿はそっくりだけど．性格はまるっき

り違うよ．本当に一卵性双生児なのか？」と（笑）．

三井先生がお亡くなりになる前に富美子さんとは

何度か連絡をとったりしたのですけれど．何でそ

うなかったかというのは三井先生をお見舞いし

なくちゃいけないと思って電話連絡をしても，誰

も電話に出られないわけです． もう毎日のように

電話をかけましたねある 日． 珍しく受話器がと

られて電話が繋がった，それが実家に立ち寄った

富美子さんだったのです お話を聞いた ら実

は先生の具合が悪くて入院しているという訳で

す病院の場所を聞いてすぐ飛んで行ったそう

したら先生は車椅子に座って，キョトンとしてい

る ナースセンターのすぐ目の前の部屋にいらっ

しゃったのです先生も驚かれて．「どうした？」

と言うから，「いや．『先生がどうしているのか？』

と気になっている方が居ますので」とそしたら

「誰だ？」と言うものだから，「史学の伊藤玄三先生

と井坂先生ですよ」とそれで先生方にその後に

連絡を入れさせてもらった次第です．それから先

生は別の介護施設（西武新宿線・新井薬師駅近く）

に移られてそこに奥様も一緒に入られていまし

たそこにもこの 3月27日に見舞いに行きまし

たその時には飯塚先生がいらっしゃっていまし

たね

飯塚 （うなずく）

大関 先生は別にどこかが悪いとい うようには

見えなかったし，奥さんも一緒にその施設に入ら

れていたので「これだったら良かったな」と思いな

がら「では，失礼します」とそこの玄関を出たので

すでもそれから 5日後に亡くなられましたね

佐藤 今大関さんから先生の晩年のお話が出

ましたけど，その前に退職なさってからのご様子

どうでしたが？ 私は時々，三井先生が大学へ来

たり神宮球場へ来たりするとお会いしていまし

たし， また練馬区の緑化委員も先生が務められて

いてそういう時にもお会いしたことがあります

ヵ§.

飯塚 平成18(2006)年から練馬区で新年賀詞

交換会をやっており区長が関係の人たちを招い

ての恒例の行事になっています．その時には必ず

出席していました散会後にはいつも私と一緒に

婦っていましたが，それも昨年の正月が最後とな

りましたあとは法政大学の練馬支部の会があり

ます

佐藤 校友会のですね

飯塚 先生はその顧問でしたから毎年出ていま

した平成13(2001)年には『我が教授生活を顧み

て』という講演をしています．

佐藤 それはどこかで印刷になっていますか？

飯塚 印刷にはなっていない と思います．ちょ

うど去年の新年会の 日に先生が入院されまして，

その 日の席上，私が「きょう入院しましたので出

席できません」と練馬支部の皆さんに伝えました

佐藤 三井先生は大学を退かれてから色々な会

合にまめに顔を出しておられたのですねそうい

う様子が頭にあったものですから，大関さんから

連絡を頂いて驚いたのです．井上さんとも時々学

内などで会った際に三井先生のお話をしましたけ

れど，「先生だから元気じゃない」なんてだから
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井上さんも先生の言卜報を耳にしてびっくりなさっ

たでしょう？

井上 そうですね大関さんからの話で「えっ」

という感じだったですね

大関 とにかく私は電話を何度もして偶然な

がら富美子さんから話を聞いて，当初の入院先で

あった練馬・順天堂病院に見舞いに行ってみた ら，

意外に元気な様子だったので安堵したのですが．

ただその時先生は入れ歯を外しちゃ ってでも

例の調子で鉄砲玉みたいにしゃべるわけです．せ

いぜい半分くらい聞き分けられるか否かでした

ねでも「うれしかった」と盛んに言われてね．

井上 「かっぱえびせん」というあだ名をつけた

のは，大関さんでしたよね

大関 そうです（笑）．

飯塚 また，先ほどの大関さんが介護施設の方

に見舞ってくれましたのは三井先生の亡 くなる

ちょっと前の 3月27日です．先生はもう大関さん

を離さなかったんですね

大関 その前の順天堂病院に入院していた時も

離してくれなかったですね

佐藤 息子さんの豊さんが海外勤務だったで

しょう？

飯塚 今は中国の寧波です

佐藤 その前はイギリスにいましたね

飯塚 はい．

佐藤 僕の頭には，アメリカにも滞在された記

憶がありますね

飯塚 そうそう ．豊さんは，先生が病気になる

前にご両親を ロンドンヘ呼びましたから，とても

親孝行でした よ．

佐藤 よく遠方まで長旅で行かれましたね．

飯塚 奥さんは車椅子で行ったのですよ．

佐藤 イギリスヘ行かれたことをとても喜ん

でお話しになっていましたね

飯塚 ですから，家庭ではよくしてもら ってい

るんですよ ．

井上 ご兄妹はすごく 仲が良くて，豊さんと双

子の娘さん 3人で，年に 1度はバイオリ ンとか必

ず演奏することになっていましたね大したもの

だなと思います．三井先生も喜んでいましたから

ね．

飯塚 先生は歌が好きですからね

佐藤 利根の河原の枯れススキの歌（笑）．あれ

はよく聞かされたな正しいタイトルは何でし

たかな？ 「俺は河原の枯れススキ」というやつね

（笑）．歌はよく歌いましたね．それから先生の所

へは正月によく集まられる．佐々木茂さんなんか

もね

井上 そうそう ，昌平の仲間が正月の 2日に集

まるんです

飯塚 それはずっと続いたんですよ． 2日の11

時ぐらいから，入れ替わり立ち代りで夜までです

から先生も飲むんですから，よく続くと思いま

した

井上 すごいですよね

飯塚 それがずっと長い間，続いたんです料

理は奥さんが全部つくりましたね年をと ってか

らは止めましたけれど今年の正月は先ほどの新

井薬師のケアハウスから 2人を一時帰宅で自宅へ

連れてきて， 家族で新年のお祝いをしました

佐藤 今，お孫さんは何人ですか？

飯塚 4人ですね

佐藤 そろそろ時間も残り少なくなりました

最後に皆さん方から三井先生への惜別の言葉を頂

ければ・’'．では井上さんから， どうぞ

井上 三井先生はあの世に逝かれても結構みな

さんと上手くやる人ですから，先生より先にあの

世に逝った人たちも楽しんでいますよ．

佐藤 確かに事を荒らげたりするようなタイプ

じゃないですね丸<,丸くという感じだったか

ら．

井上 う一んと丸く治めるという人ですから

ね

飯塚 本当に素晴らしい家庭をつく つていまし

た．敬服するばかりです

井上 そうですね

佐藤 大関さん，この会を閉めるに当たりまし

てどうですか？

大関 とにかく私にとって，先生の最期が余り

にもあつけなかったまだまだ長生きして頂きた
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かったですね

佐藤 清水さんはどうですか？

清水何て言ったら良いのでしょうかね 今の

自分があるのは三井先生のおかげの部分がかなり

ありますね

佐藤 清水さんはもう高校生の時代からですか

らね．

清水 それと 『ボルガ』での話ではありませんけ

ど，学問の進め方とか人間との付 き合い方とか，

そういう類のことを多く教えて頂いたように思い

ますねですから私学出の私みたいな人間が何と

かやっていけたそこの部分では三井先生のお陰

かなとつくづく思いますね亡くなられたという

お話を大関さんから聞いた時はすごいショックで

したねああいう先生は亡くならない，ずっと元

気でいらっしゃるということが頭の中にありまし

たからね．『ありがとうございました』ということ

以外の言葉があり ませんね

佐藤 先ほど皆さんが紹介したように， 三井先

生はとても丈夫で，余り病気なさ ったのを見たこ

とがないそういう 印象が強いものですし， 加え

て大関さんから電話を頂いたのが4月 1日だっ

ただから嘘でも言っているのではないかと思っ

たほどでした

ついこの間まで「私の席はここに決まっている

んだよ」と神宮球場に足を運んでくれていました

のに 神宮球場の職員までそう 口にしていました

からね．僕も何度か車で神宮からの帰りお送りし

ましたけれど，元気だっただけにとても残念でた

まりません

色々な人との間で軋礫を解消して，上手にまと

めていく調和型の先生だったですねある方が

言っていましたけれど．専任教員に採用して頂 く

のに当人が先方へ面接に行く前に，三井先生がそ

この学校長にお会いしてそれとなくレールを敷い

ており，当人は自分の力で採用されたように思っ

ているけど， きちんとそう言う所で気を遣ってく

れたようですね．まさしく気遣いの先生でしたね

清水 他人から見えないところでご苦労され

て，面倒を診ておられた方ですね

佐藤 先ほど井上さんが申されたようにあの

世でも三井先生はき っと皆さん方と楽しく過ごさ

れていらっしゃると思いますよね合掌

皆さん，本日は誠にありがとうございました

またご多忙の中，ご苦労さまでした

—了＿
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